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往 時

こんな四Iになったらなあ ノ

より豊かさを求めて、あすへの
夢を育てよう。

表紙は、あなたにも夢を求めま

今
の
豊
茂
は
、
交
通
は
不
便
で
す

が
、
た
い
へ
ん
自
然
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
自
然
を
も
っ
と
も
っ
と

生
か
し
、
出
石
寺
ま
で
続
い
て
い
る

牧
場
が
あ
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す
。

か
わ
い
い
動
物

たち・・・・・・。

動
物
に
乗
っ
て

散
歩
・
-E
・・・。

の
ん
び
り
昼
寝

2歳)宇都宮文代

も
ち
ろ
ん
学
校

は
あ
り
ま
す
よ
。

た
い
く
つ
し
な

い
楽
し
い
一
日
。

食
糧
危
機
な
ん
て
や

っ
て
こ
な
い
。

そ
れ
か
ら
、
雲
の
上

に
は
遊
園
地
が
あ
っ
て
、

思
い
切
り
遊
べ
る
と
ス
テ
キ
グ
:
・
(
こ

ん
な
夢
は
ダ
メ
か
な
っ
)

で
も
、
こ
ん
な
願
い
が
か
な
っ
て

く
れ
る
と
い
い
な
あ
。

豊茂

二三ご
と~
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ム一品蝿画調議一一

長浜町議会

第3閏定例会
設費も下村集会所

長
浜
町
議
会
第
三
川
定
例
会
が
、

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

上
程
、
審
議
さ
れ
た
議
案
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
教
育
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
な
ど
全
部
で
五
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
小
川
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質
問
の
内
零
は
次
の
通
り
。

今
年
度
一
般
会
計
に
A
7
凶
、
専
決
処

分
に
よ
る
も
の
を
含
め
て
一
億
二
千
六

百
三
十
八
万
二
千
円
が
補
正
き
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
当
会
計
予
算

総
額
は
二
十
八
億
四
千
百
九
十
凹
万
一

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

ム
7

同
補
正
さ
れ
た
予
算
の
お
も
な
使

い
み
ち
は
次
の
通
り
。

総
務
費
豊
茂
の
夫
上
と
刈
屋
地
区

へ
の
有
線
放
送
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
設
置
工

事
請
負
費
マ
豊
茂
の
下
村
集
会
所
建
設

工
事
請
負
費
V
衆
議
院
議
員
総
選
挙
執

行
経
費
に
三
百
五
十
三
一
万
五
千
円
(
専

決
処
分
)
0

民
生
費
黒
田
の
大
屋
地
区
道
路
、

A
ァ
坊
の
大
谷
口
地
区
道
路
、
上
老
松
の

し
し
成
地
区
橋
り
ょ
う
ー
の
改
良
工
事
請

予算が補正され復旧が進む町道無事喜地~叶松

線の山崩れか所(写真は11月9R現本)

十
月
十
丘

十
六
日
の
二
日
間
の
会
期

負
費
。農

林
水
産
業
費
五
月
に
陳
情
の
あ

っ
た
山
海
第
二
共
選
カ
ラ

l
リ
ン
グ
施

設
補
助
に
二
百
四
十
万
円
マ
柴
揚
ぶ
一
電

気
設
備
復
旧
費
補
助
に
十
一
万
六
千
円

マ
六
、
七
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
と
九
月

の
ロ
号
台
風
に
よ
り
発
生
し
た
災
害
で
、

お
も
に
農
道
の
う
ち
通
行
不
能
と
鳴
品
川

な
っ
た
道
路
の
砂
の
取
り
除
き
、
議

お
よ
び
、
小
災
害
八
万
と
し
て
復
旧
議

す
る
も
の
の
工
事
請
負
費
マ
町
漁
み

協
か
ら
一
要
望
の
あ
っ
た
共
同
作
業
炉
へ

保
管
施
設
建
設
工
事
請
負
費
マ
出
議

海
漁
港
し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
ほ
か
一
一
一
九

件

の

工

事

請

負

費

。

議

商

工

費

商

工

会

が

町

内

ヘ

ベ

議

ン
チ
を
設
置
す
る
た
め
、
そ
の
補
醤

助

に

百

万

円

。

麗

土
木
費
緑
の
マ
ス
タ
ー
ブ
ラ

i

ン
や
地
図
訂
正
の
委
託
料
に
+
二
百

五
十
万
円
マ
ご
と
し
の
梅
雨
前
線
豪
雨

と
九
月
の
ロ
号
台
風
に
関
連
し
た
被
害

で
、
応
急
的
に
復
旧
を
必
要
と
す
る
道

路
橋
り
ょ
う
の
工
事
請
負
費
マ
櫛
竺
の

東
川
護
岸
ほ
か
の
河
川
維
持
工
事
請
負

費
V
白
滝
地
区
ほ
か
の
下
水
道
維
持
工

事
請
負
費
。

消
防
費
消
防
団
自
滝
分
間
第
一
部

ポ
ン
プ
蔵
置
所
建
設
工
事
請
負
費
。

教
育
費
長
浜
高
等
学
校
四
十
周
年

記
念
事
業
に
対
す
る
補
助
金
子
一
卜
万
円

v
f
U滝
小
学
校
の
電
力
増
庁
内
工
事
と
屋

年賀はがきにお年五がつくようにな

って30年が過ぎました。ことしも順調

な売れゆきが予想されます。

近年は紙版画、木版、エッチング、

スクリーンプロセスなど、子作りの年

賀状づくりが町内でもさかんです。

「年賀状は心のこもったもの、忙しい

人でもちょっとした心づかいがほしい」

という声は依然として根強く、官製の

年賀はがきにも心づかいしだいで、子

作りと同じような真心がこもるもので

す。

ことしの年賀状の受付は12月15日か

らです。

しおり

内
体
育
用
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
取
り
付
け

工
事
、
豊
茂
小
学
校
ブ

l
ル
下
排
水
溝

改
修
工
事
の
請
負
費
マ
町
体
育
館
の
フ

ロ
ア
(
床
)
改
修
工
事
請
負
費
。

災
害
復
旧
費
こ
と
し
の
梅
雨
前
線

豪
雨
に
よ
り
災
害
を
受
け
た
公
共
土
木

施
設
問
十
五
か
所
、
農
業
用
施
設
四
十

九
か
所
の
う
ち
、
早
期
に
復
旧
工
事
を

発
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
町

道
柿
ノ
久
保
線
(
下
須
戒
)
ほ
か
十
九

か
所
の
復
旧
工
事
請
負
費
(
専
決
処
分
)

わ
よ
び
、
町
道
大
久
保
支
線
(
穂
積
)

商工会に補助した100万円もプラスされて70台の

ベンチがつくられ、町内各地に設置されました。
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遺引
(族后
(年に
(金も

戦
傷
病
者
・
戦
没
者
遺
族
援
護

法
な
ど
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
次

の
よ
う
な
方
に
も
遺
族
年
金
が
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
:
・
昭
和
十
三
年
七
月
七
日
か

ら
後
に
、
内
地
な
ど
の
勤
務
で
負

傷
ま
た
は
病
気
に
か
か
っ
て
死
亡

し
た
戦
没
者
の
遺
族
が
、
そ
の
戦

没
者
の
死
亡
後
、
昭
和
一
一
十
一
年

二
月
一
日
か
ら
二
十
七
年
四
月
二

十
九
日
ま
で
の
間
に
再
婚
し
、
そ

の
再
婚
を
昭
和
二
十
一
年
二
月
一

日
か
ら
二
十
八
年
七
月
三
十

イ
υ
一
日
ま
で
の
聞
に
解
消
し
た

一U
一
妻
、
父
母
な
ど
。

駅
一
②
・
:
公
務
の
た
め
負
傷
ま

=
た
は
病
気
に
か
か
り
、
そ
の

法
一
傷
害
の
程
度
が
恩
給
法
に
よ

謹
眠
一
司
令
第
七
項
症
、
援
護
法
に
よ

援
了
〈
ω

第
一
款
症
で
年
金
な
ど
を

族
一
受
給
し
て
い
る
方
が
、
陪
阜
昔
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て
は
、
退
職
手
当
を
割
り
増
し
す
る
特

例
条
例
を
設
け
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

こ
の
特
例
を
一
立
卜
瓦
年
度
か
ら
廃
止
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

廃
止
す
る
条
例
は
「
退
職
子
当
の
特

例
に
閲
す
る
条
例
」
で
、
昭
和
問
十
二

年
度
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

町
職
員
の
高
齢
化
に
よ
る
事
務
能
率
廃
止
の
理
由
は
①
国
家
公
務
員
に
準

の
低
下
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
町
職
員
が
ず
る
の
が
妥
当
で
あ
る
②
最
近
の
厳
し

安
心
し
て
希
望
退
職
が
で
き
や
す
い
よ
い
財
政
事
情
の
中
で
、
退
職
金
が
き
わ

う
に
と
、
長
浜
町
で
も
こ
れ
ま
で
、
一
め
て
高
い
水
準
を
占
め
て
き
た
③
自
治
長
浜
町
教
育
委
員
・
菊
地
敏
行
氏
二
ハ

定
年
齢
内
で
退
職
す
る
町
職
員
に
つ
い
省
が
繰
り
返
し
廃
止
を
指
導
し
て
い
る
一
二
・
長
浜
)
は
、
十
月
十
九
日
で
同
職

瞳
輔
輔
錨
聾
輔
鴎
醐
正
し
い
選
挙
は
、
こ
う
い
っ
た
組
織
で
、
起
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
ケ

l
ス
パ
イ
人
を
選
任
し
て
い
る
。

頭

車

絹

漉

鴎

繍

絹

軍

基

か

え

っ

て

殺

さ

れ

て

い

る

の

で

は

な

い

ケ

l
ス

で

対

応

し

た

い

。

明

る

く

正

し

い

選

挙

の

必

要

性

は

、

今

回

は

、

小

川

儀

三

郎

氏

だ

け

が

質

か

。

森

選

挙

管

理

委

員

会

書

記

長

:

選

挙

私

た

ち

は

私

た

ち

な

り

に

浸

透

し

て

い

間
を
行
い
ま
し
た
。
二
宮
町
長
:
・
明
る
く
正
し
い
選
挙
が
管
理
委
員
会
の
書
記
は
選
挙
運
動
を
行
る
と
い
う
考
え
方
の
も
と
に
や
っ
て
き

-

i

・
:
・
:
な
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
区
長
の
立
場
つ
て
は
な
ら
な
い
原
則
の
上
に
吹
っ
て
た
が
、
結
果
論
と
し
て
、
ご
指
摘
の
よ
う

明

る

く

正

し

い

選

、

の

区

長

を

集

め

た

事

実

は

な

い

。

明

る

事

務

を

執

行

し

て

い

る

。

な

こ

と

が

出

て

く

る

の

で

あ

れ

ば

、

き

さ
ら
に
研
さ
ん
カ
力
く
正
し
い
選
挙
の
教
育
、
啓
も
う
は
、
立
会
人
に
つ
い
て
も
中
立
的
立
場
の
ら
に
私
た
ち
も
術
さ
ん
し
努
力
し
た
い
。

j

-

7

ご
指
摘
の
通
り
で
あ
り
、
実
施
し
て
ゆ

1

1

1

1

1

1

l

i

l

i

-

-

小
川
議
員
:
・
(
氏
長
や
公
民
館
長
の
く
べ
き
で
あ
る
。

選

挙

運

動

、

不

在

投

票

、

郵

便

投

票

、

二

宮

教

育

長

ご

指

摘

の

あ

っ

た

公

工

期

遅

れ

な

い

立
会
人
選
任
ー
の
あ
り
方
な
ど
の
問
題
民
館
の
役
員
に
、
そ
の
よ
う
な
言
動
、

長
小
工
事
中
断
に
つ
い
て

点
を
指
摘
し
)
、
今
度
の
選
挙
(
衆
院
選
)
行
動
は
な
い
も
の
と
信
じ
て
い
る
。
先

に
つ
い
て
は
、
組
織
的
に
動
か
さ
れ
て
の
町
議
選
で
は
、
館
長
、
主
事
の
史
場
小
川
議
員
・
・
長
浜
小
学
校
改
築
工
事

い
る
傾
向
が
き
わ
め
て
強
く
、
閉
る
く
を
考
え
て
慎
重
な
行
動
を
と
る
よ
う
晩
が
一
時
中
断
し
た
理
由
は
、
土
胎
借
用

同一一一一一一一一

E
J
T
d
o
fィ
今
ご
み
ん
一
一
口
一
一
日
一

E一一一一一一
E
三一一一口一

E一一一一一一一一一一
E一三一
1
一一一一一一一一一一目一日一一一一一一一

E一一一一一一一一一一
E一
三
日
の
期
限
が
切
れ

欝

議

議

日

誠

一

苦

難

題

点

mFUNI--42uvA議
h

て
い
た
た
め
と

欝
五
Z
f
U
1鍾
譲
る
f
r
t
j専
整

能

:

議

強

ゴ

い

う

こ

と

で

あ

懇
総
務
幹
属
議
ぷ
子
監
盤
審
議
お
:
る
が

P

磯

藤

監

監

醸

醸

麟

盤

構

能

鞍

麟

麟

瞳

た

デ

蹴

五

ど

饗

問

時

叫

①

い

つ

期

限

山

J

川

護

麟

麟

輯

醐

醐

瞳

醐

盤

襲

撃

議

覇

覇

繋

ど

ん

戸

£

李

総

鵜

JZJ川
が
切
れ
て
い
た

口
議
醗
購
腿
髄
盟
瞳
踊
留
国
圃
園
園
田
園
睡
眠
園
田
廟
謀
議
議
騒
鰻
器
鴎
園
田
箇
鰻
懇
襲
撃
譲

:ρ
一
今
一
懇
磁
器
激
減
山
山
〉
、
〉

山

ι

日
韓
輔
輔
闇
圃
圃
圏
盟
醐
関
川
川
護
醐
醐
覇
鵬
麟
韓
議
襲
震
議
轟
JJ
口

1
5〈

川
輯
融
盟
輔
臨
臨
調
圏
掴
醒
臨
臨
睡
闇
蝿
欄
輔
欄
鱒
鞠
輔
鱒
輯
醐
瞳
髄
礎
翻
醐
臨
醐
鶴
瞳
輯
臨
麟
欝
麟
雛
鱗
鱗
輔

m

…
…
②
た
と
え
期

目
ル
バ
~
麗
翻
磁
纏
蝿
闇
国
闇
盟
国
圃
瞳
圃
盟
国
国
頭

4
/鰯
観
髄
歯
車
臨
機
霊
園
田
臨
趨
闇
閣
襲
撃
警
護
瀦
概
川

織
輔
輯
輔
輔
輔
暗
闇
圏
闇
醐
朝
去
Y
麟
離
輔
輔
鞠
魁
覇
輯
覇
蝿
麟
麟
鱒
麟
麟
丸
山
山
限
内
で
も
、
木

皿
一
二
組
覇
輯
輔
輯
鞠
輔
輔
醐
圏
盟
い
五
三
一
)
メ
鱗
鱒
輯
輔
麟
購
調
醐
臨
輯
輯
輔
醐
醸
麟
覇
仏
ふ
り
ι

…
…
造
か
ら
鉄
筋
に

…

機

縁

組

購

購

輯

購

輔

、

Jrnrxr議
韓

関

臨

融

構

醐

覇

製

紙

二

沖

す

る

場

合

は

、

問
機
議
轟
轟
覇
覇
静
思
紅
側
ワ
Y離
鱒

欝

輔

雛

輔

鞠

鶏

綴

畿

北

却

大

約

主

新

し

川い一一一一一

U
一一一一一一一一一一-一一一一一一一一目一一一一一一一一一

E
一一一一一一一一一
E
一一一一一一一一一

E
一
一
一
一
一
一
一
一
一
目
ふ
り
分
け
ら
れ
て
・
ま
ず
劃
ピ
ン
ョ
と
カ
ン
一
三
一
一
一
恥
な
け
れ
ば
な
ら

... 窟望書且

ほ
か
四
か
所
の
復
旧
工
事
請
負
費
。

な
ど
に
よ
る
た
め
で
す
。

都
内
で
は
、
内
r
丁
町
が
昨
年
度
に
廃

止
し
て
む
り
、
他
の
町
村
も
五
卜
五
年

度
か
ら
廃
止
す
る
よ
う
郡
町
村
会
で
申

し
合
わ
せ
し
て
い
ま
し
た
。

員町
の職

特う艮

?匂l最
E扇子
かを当

ら?の

教
育
委
員
に

菊
地
敏
行
氏
再
選
任

""'" 
A.. 歯車盟盟理檀E
:z>> 1議匡一一一 一

の
任
期
が
満
了
の
た
め
、
町
長
は
後
任

委
員
に
同
氏
を
再
任
命
、
議
会
の
同
意

を
求
め
た
結
果
、
同
意
さ
れ
引
き
続
き

教
育
委
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。

アて

の

1;i 

か

A
7
年
度
水
道
事
業
会
計
に
は
、
柴
浄

水
場
の
補
修
お
よ
び
送
水
用
モ
ー
タ
ー

な
ど
の
修
繕
費
、
植
樹
費
用
、
浄
水
設

備
改
良
工
事
請
負
費
な
ど
が
補
正
さ
れ

ま
し
た
。

な
い
こ
と
が
分
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う

の
は
、
ズ
サ
ン
す
、
ぎ
で
は
な
い
か
。

③
中
断
し
た
期
間
は
何
日
か
。

④
保
障
問
題
は
起
き
て
い
な
い
か
。

二
宮
町
長
:
・
①
昭
和
八
年
一
一
一
月
、
現

有
の
校
舎
が
で
き
た
と
き
に
契
約
さ
れ

て
お
り
、
木
造
で
あ
る
の
で
一
二
十
年
で

契
約
更
新
が
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
が
、
な
さ
れ
て
い
な
か
っ

た。
②
契
約
更
新
の
こ
と
は
常
識
で
知
っ

て
い
た
が
、
借
地
が
あ
る
と
い
う
事
実

の
判
明
が
遅
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
処
置

が
遅
れ
た
。
今
後
は
注
意
し
た
い
。

③
十
五
日
間
く
ら
い
だ
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
工
期
が
遅
れ
る
こ
と
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

④
精
力
的
な
対
処
と
関
係
者
の
協
力

で
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
解
決
で
き
た
。

::; Ii ::".: iI~;::・ ':;IÎ:: ・』・ ::Ii:::"・ :ii:::"::II:;:"::II;::"::II:;“'::iI口』・~:i I;::~': ・It i::"::ili::" 日 1:; ・ ':;;1::::'::;1::: ・;Ii;::'・。 :fj;;:":; 1i;::'"!I，，.・ :11;;:"::11;;:"::11;:;' ・ ::;11;:":::1"ι !i;: ...1;"・;Ii;;:"::il;::'“

年
金
な
ど
の
支
給
事
由
と
な

っ
た
傷
病
以
外
の
傷
病
で
死

亡
し
た
場
合
。

戦傷病者。戦没者遺

恩)

(も)
(改
(善

戦
傷
病
者
・
戦
没
者
遺
族

援
護
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、

恩
給
に
関
す
る
こ
と
も
次
の

通
り
改
善
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
請

求
手
続
き
が
必
要
で
す
。
請
求
用

紙
は
町
役
場
住
民
課
福
祉
係
に
あ

り
ま
す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ

①
・
:
普
通
恩
給
受
給
中
の
旧
軍

人
の
う
ち
満
六
卜
歳
か
ら
六
十
五

歳
ま
で
の
方
は
、
加
算
年
の
算
入

が
行
わ
れ
ま
す
。

本
人
か
ら
の
申
請
が
必
要
で
す
。

②
・
:
実
役
十
三
年
以
上
、
旧
海

軍
の
特
務
士
宮
や
准
士
宮
で
あ
っ

た
方
は
、
仮
定
俸
給
額
の
引
き
上

げ
が
あ
り
ま
す
。

満
六
十
五
歳
ま
で
の
方
は
、
改

定
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

満
六
十
五
歳
以
上
で
改
定
請
求

が
済
ん
で
い
る
方
は
、
直
接
恩
給

局
ヘ
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

後
任
の
民
生
委
員
に

闘
湖
音
治
さ
ん

民
生
委
員
で
あ
っ
た
長
浜
二
十
一
区

の
旧
洲
称
五
郎
さ
ん
の
死
去
に
と
も
な

う
後
任
の
同
委
員
に
、
同
地
区
の
出
淵

4
H
治
さ
ん
(
丘
一
一
一
)
が
今
年
八
月
十
六

日
付
け
で
厚
生
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
で

米
作
の
十
一
月
三
卜
口
ま
で
。
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ガ
ス
配
管
の
不
備
(
ひ
び
割
れ
、
ホ
ー
ス
パ
ン
ド
な
し
な

と
)

煙
突
が
燃
え
る
物
に
接
触
し
て
い
た

取
り
灰
の
処
理
が
悪
か
っ
た

(
刊
旬
以
上
)
を
屋
外
に
出
さ
ず
屋
内
で
使

ガ
ス
ボ
ン
べ

っ
て
い
た

配
管
の
な
い
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
放
置
し
て
い
た
り
、
使
っ
て

い
な
い
配
管
に
ブ
タ
を
し
て
い
な
い

不
良
(
ひ
び
割
れ
な
ど
)
な
Mm
突
を
使
用
し
て
い
た

そ
の
他
へ
灯
油
カ
ノ
の
フ
タ
の
し
忘
れ
、
条
例
改
正
に
よ
る
対
)

/
震
消
火
装
置
っ
き
七
油
ス
ト
ブ
を
使
っ
て
い
な
し
¥

十
一
月
こ
ろ
か

ら
一
今
一
月
に
か
け
て

は
暖
房
の
火
気
を

使
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
一
年
中
で
も

っ
と
も
火
災
の
多

い
季
節
で
す
。
町

内
で
の
去
年
一
年

間
の
火
災
発
生
時

期
を
見
て
も
、
九

件
中
六
件
が
こ
の

期
間
で
す
。
と
い

っ
て
も
、
火
魔
は

季
節
を
定
め
て
襲

っ
て
く
る
の
で
も

な
く
、
常
に
火
の

取
り
扱
い
の
不
注

意
を
ね
ら
っ
て
襲

っ
て
き
ま
す
。
近

午
の
火
災
発
生
件
数
を
み
て
も
五
十
年

七
件
、
五
十
一
年
八
件
、
五
十
二
年
八

什
、
五
十
て
-
年
九
件
と
減
少
の
傾
向
は

み
ら
れ
ず
、
引
私
た
ち
の
相
変
わ
ら
な
い

一
小
注
音
山
ぶ
り
を
示
し
て
い
ま
す
。

そ
の
不
注
意
ぶ
り
を
裏
付
け
る
も
の

と
し
て
、
消
防
署
が
去
年
、
長
浜
地
区

の
一
:
白
七
十
一
世
帯
を
対
象
に
行
っ
た

防
火
診
断
の
結
果
H
H
左
上
表
ー
を
紹
介

し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
火
魔
が
ね
ら
う

州三五』
j
-手
三
三

=
E
J
-
F

川

少

診

わ

が

家

の

場

合

は

夕

方

、

八

十

歳

近

議

憲

懇

Fap

川

一w
dノ
で
い
母
が
天
ぷ
ら
を
揚
げ
て
い
て
、
中
の
構
「
へ
ザ
ペ
一

@
j
川

帆
に
水
油
に
引
火
し
て
燃
え
あ
が
っ
た
と
い
う

d

》
4
1
4
1
「

一

義

川

叫

事

刈

ケ

l
ス

で

す

。

一

勝

川

川
な
川
一
以
引
払
た
ち
夫
婦
は
畑
仕
事
に
出
て
い
て
不
在
だ
っ
た
も
一
上
叫

d
;
'

一

川

μ一
人
の
の
、
幸
い
に
も
短
大
生
と
高
校
生
の
娘
が
家
に
居
て
一
井
川

仙

〉

L
d

ト
く
れ
ま
し
た
。
姉
の
方
が
と
っ
さ
に
フ
ト
ン
を
か
ぶ
せ
、
一
浦
刊

川

E
ヘ
フ
さ
ら
に
そ
の
上
に
、
い
つ
も
た
め
置
き
し
て
い
る
フ
ロ
↑
沖
伽

れ

:
j

の
水
を
汲
ん
で
か
け
、
近
所
の
皆
さ
ん
の
か
け
つ
け
に
吋

J
V

よ
っ
て
ボ
ヤ
で
済
み
ま
し
た
。
あ
の
と
き
母
だ
け
だ
っ
丸

い

F

N

F

た
ら
:
・
と
思
う
と
ソ

y
と

し

ま

す

。

%

ぺ
人
一
一
言
-z----E-E

⑧
⑧
⑧
⑨
⑧
z
i
-
-
z
-
E
z
-
-

一一よれ

川

乾

私

方

の

場

合

同

設

置

し

て

ま

だ

半

?

f
争

/

山
川
恩
禰
年
ば
か
り
の
新
し
い
フ
ロ
用
の
ボ
イ
ラ
犠
議
議
機
ベ
ム
岬

川

酪

る

!

の

パ

イ

プ

に

、

わ

ず

か

な

穴

が

あ

い

一

J
f
…γ
一十

4
t
川

A
U
H

羽

で

い

て

、

こ

こ

か

ら

に

じ

み

出

て

い

た

一

重

川

川

、

古

川

油

に

引

火

し

た

と

い

う

火

災

で

す

。

一

園

川

ケ
均
一
思
不
心
得
に
も
消
火
器
を
置
い
て
な
か
っ
た
の
で
、
ボ
一
内
門

川
‘
ル
開
口
布
で
火
を
た
た
い
て
消
そ
う
と
し
ま
し
た
が
、
消
え
一
竹
山

川

O
句
、
大
な
い
の
で
二
九
番
へ
。
と
こ
ろ
が
、
消
防
車
が
か
け
一
浜
川

川
明
初
つ
け
る
前
に
、
近
所
の
方
が
二
本
の
消
火
器
を
も
っ
て
↑
長
川白-

川
仁
川
町
一
-
吐
か
け
つ
け
て
消
火
。
し
か
し
、
ホ
y
と
す
る
間
も
な
く
、
山
酬白

川
ラ
胤
油
の
-
ん
位
を
開
け
た
ま
ま
だ
っ
た
た
め
流
れ
出
た
油
に
再
び
引
川

帆
兄
バ
火
。
今
度
は
消
防
車
の
ポ
ン
フ
で
消
火
し
て
頂
き
ま
し
た
。
川

町
、
ボ
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
大
火
に
な
ら
ず
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
川

パ
で
す
が
、
と
も
か
く
消
火
器
の
大
切
さ
を
忠
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
ト

JF£

-zz=F-za--zZ亨
-ZFZEz--
一一三一
Er--T-E--f-7Z
一三
Z-Ez-ZE---EE--z
手
z
f

，
，
判
的

=EL--三
三

-z・2
Z
E
-
-
7
一三三

好
み
の
条
件
で
す
。
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
私
た
ち
の

H
常
生
活
の
中
に
は
、
気

付
か
な
い
ρ

あ
る
い
は
、
気
付
い
て
い

て
も
危
険
を
感
じ
て
い
な
い
危
険
な
状

態
が
放
置
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ご
」
れ
く
ら
い
と
忠
う
油
断
を
火
が

ね
ら
う
J

お
宅
も
決
し
て
例
外
で
は
な
い
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

A
7
す
ぐ
点
検
、
改
善
を

し
、
火
災
の
夕
、
不
を
取
り
除
き
ま
し
ょ

ス
ノ
。
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受信現場若消火開始 鎮火

長浜真砂町(畳火事)川議 Iz分杉務多多~後妥協後勿援
[Xは消火放水せ r)

晶子支火事)I ミ議 )l)i'杉努多彩務傷後~

久(

日青

!W(~物多務ゑ諺努ィ5ラ〉d 建議イシ浜(i方今

浜(朝火事1I議 議接誌川護問 2 分協~ゑ後援務後努緩努後三ノヌ.....~

下須削奥(川事d 鱗 2分杉象観

f'!lll生原保(夜火事)

下須戒惣瀬(主主火事)

ペン

// 

山f竜須合田(タ火事j

// 

今坊日ノ j甫(

棋 f

茂(

宅

エE
f亘と

櫛

事恵

"匂
豆す

当主

災
の
記
録
を
兄
て
み
ま
す
と
、
百
万
円

を
超
え
る
被
安
U

の
も
の
は
わ
ず
か
一
一
件

で
、
他
の
ほ
と
ん
ど
が
き
わ
め
で
蛙
鋲

に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

火
事
は
初
期
消
火
が
よ
も
っ
と
も
大
切

と
一
ょ
一
日
わ
れ
る
通
り
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん

市
備
消
防
署
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
出

動
が
平
く
、
初
期
の
う
ち
に
消
火
さ
れ

て
い
る
た
め
、
そ
れ
に
、
犯
か
一
ら
住
民

に
防
火
、
消
火
に
対
す
る
意
識
が
高
ま

っ
て
い
る
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

消
防
署
い
か
火
災
通
報
を
受
け
で
か
ら

消
火
活
動
を
開
始
、
そ
し
で
鎮
火
す
る

ま
で
の
時
間
を
近
年
、
町
内
各
地
で
発

生
し
た
実
例
に
よ
り
見
で
み
ま
す
と
上

の
通
り
で
す
。
こ
の
例
を
も
と
に
、
自

分
の
地
域
だ
「
た
ら
ど
の
く
ら
い
の
時

間
で
消
防
車
が
か
け
つ
け
る
の
か
、
一

度
頭
に
入
れ
て
お
く
の
よ
わ
参
考
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
の

石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
の
原
凶

は
、
火
を
消
き
ず
に
給
油
し
た
門
、
出

入
り
口
な
ど
人
の
よ
く
通
る
と
こ
ろ
に

置
い
て
い
で
転
倒
さ
せ
た
り
!
lー
と
い

ソ
た
取
り
扱
い
上
の
不
注
意
に
よ
る
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

暖
房
に
は
欠
か
せ
な
い
十
日
油
λ
ト、

フ
で
す
が
、
取
り
扱
い
方
一
つ
で
恐
ろ

し
い
か
火
魔
ω

に
一
変
し
ま
す

o
H
常

の
取
り
扱
け
に
は
、
次
の
占
…
を
特
に
気

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

〔
給
油
す
る
場
合
)

町
灯
油
を
入
れ
る
と
き
は
、
必
ず
い
っ

た
ん
火
を
消
す
こ
と
。
火
を
コ
け
た

ま
ま
補
給
す
る
の
は
危
険
で
す
。

マ
給
油
中
に
こ
ぼ
れ
た
油
は
、
よ
く
ふ

き
と
る
。

〔
置
き
場
所
〕

マ
カ
ー
テ
ン

や
ふ
す
ま

な
ど
燃
え

や
す
い
も

の
の
そ
ば

や
、
上
か

ら
物
が
落

ち
る
か
も

し
れ
な
い

た
な
の
下

な
ど
に
は

置
か
な
い
o

v
人
の
出
入
り
口
や
通
路
な
と
は
転
倒

の
危
険
が
あ
る
の
で
避
け
る
。

マ
移
動
さ
せ
る
場
合
は
、
い
っ
た
ん
火

を
消
す
。
火
を
つ
け
た
ま
ま
持
ち
運

ぶ
の
は
危
険
で
す
。

〔
周
囲
の
状
況
]

マ
新
聞
や
雑
誌
な
ど
燃
え
や
「
い
も
の

は
、
そ
ば
に
置
か
な
い
。

マ
ヘ
ア
a

ス
プ
レ
ー
、
マ
ニ
キ
ュ
ア
、

接
肴
剤
な
ど
引
火
性
の
あ
る
も
の
は
、

そ
ば
で
取
り
扱
わ
な
い
。

(
新
し
く
買
う
場
合
)

マ
「
対
震
自
動
消
火
装
置
」
の
つ
い
た

も
の
を
選
び
、
説
明
書
を
よ
く
読
ん

で
か
ら
使
用
す
る
ー

マ
使
用
す
る
部
屋
に
合
っ
た
構
造
の
機

種
を
司
法
ぷ
n
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置露軍量密璽

声・・・私は父子家庭

の父親です。聞くと

ころによると去年「父

子相談員」なるもの

が設置されたという

ことを聞いたのです

ヵヘどのようなもの

でしょうか。

お答え・・・父子相談

員は、県下 5か所の

福祉事務所に(1か

所に 2人ず、つ)設置

され、日曜、祝祭日

以外は毎日、午前 8

時30分から午後 5時

まで寸目言炎にJ，i.日じてい

ます。喜多郡内の方

の担当は、八幡浜市

大字松柏の西南福祉

事務所(電話 08942

~ 2 ~4111) の f主々

木正作きん、今泉清さんの 2人です。

これは、父子世帯ならではのいろい

ろな問題点や悩みなどを解消して、健

全な明るい家庭になって項こうと、県

が設置したもので[>父親の身上(結婚

のことなど)のことか子どもの養育、

就職などのことひその他生活一般のこ

となど、どんなことでも相言炎に応じて

います。

なお、相談に応じる父子家庭とは[>

妻と死別あるいは離別した夫の家庭[>

妻の生死がH月らかでない夫の家庭[>妻

と別居している夫の家庭[>妻が精神ま

たは身体の障害により、長期にわたっ

て事実上家庭生活を営むことができな

い夫の家庭b祖父と孫だけの家庭ーな

どです。

くわしくは、役場住民課福祉係へ。

父
子
家
庭
な
ら
で
は
の
相
談
に

耕
一
叩
西
南
福
祉
事
務
所
の
佐
々
木
ぷ
今
泉
ぷ

:
父
子
相
談
員
に
つ
い
て

題露軍.... 今 月の声 E

灯油の買いだめはよそう

需給のバランスを崩し、

値上がりを招くもとです。

d
E
-
q証
言
v
、k
E
号
、
弘
司
号
、

t
q司
主
号
、
医
固
さ
coEao世
間
哩
益
田

FQUE
司、‘園司、
uzo『
と
号
、
E
q
¥
E
q
k
B
R守
E-OQM邑

Z
C
M
E
q
b
箇
司
む
堅
守
宅
伝
言
是
正
司
直
国
型
ぐ
E
F
b
A広
三
司
、
主
司
ぜ
世
田

-C屯
吉
OQME
国司

議
饗
噌
謀
議
盤
智
一
地

4

援
助
唯

どうぞよろしく.ノ

でまfJ )( )t 

>>>>>>>>> 
こ
の
欄
は
、
あ
な
た

の
声
に
お
答
え
す
る
、

あ
る
い
は
、
あ
な
た
の

声
を
ご
紹
介
す
る
ペ
ー

ジ
で
す
。
直
接
お
た
ず

ね
が
あ
っ
た
こ
と
、
町

のE

中
で
ふ
と
耳
に
ふ
れ

た
あ
な
た
の

4
f
も

ス
ク
ー
プ
し
て
い
ま
す
。
お
互
い
生
活
を
し

て
い
る
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
町
の
し
ご
と
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
や

不
満
ご
と
、
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
こ

の
ベ
l
ジ
が
あ
る
こ
と
を
思
い
出
し
て
項
き
、

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

声の箱もご活
用ください

、b
a
司、、正司、
h
b
園、、
b
圏、、苫圏、、
b

圃

V

司、、三句、、
b
園、、、正司、
C
闇夜、、記号、企画、、
b
g
o言
、
、
、
h園事ぐ
J
z
q
b
園
調
骨
量
宮
企
図
司
、
位
置
咽
q
b
z
e
d
固
ま
邑
聞
事
ミ
凸
也
君
。
sg句
、
富
個
罰
奇
量
調
a
e歯
車
。
量
羽
qh副
書
邑
園
調
骨
'

声・・・沖浦地区に有線放送

の拡声器を取り付けで項き

たく思います。

水道断水もときどきあり、

そのつど有線でおしらせし

ているということですが、

有線のない者にはわかりま

せん。このため、水の汲み

置きもして;hらず、朝 6時

過ぎに水が出始めたものの、

濁っていて使用するのに閉

口しました。

5、 6年前にも区長さん

に言舌したことがあるのです

カヘなかなかのようです。

沖浦公民館の屋根上にでも

取り付けて頂いたら、よい

子の時間の放送もわかっでよいのでは

と思います。

お答え・・・沖浦地区への拡声器の設置

については、以前から要望が出されて

いましたので、去年の 3月、 j中浦観音

(瑞龍寺)の下の位置に一基設置しま

出

力

限

界

で

増

設

不

可

能

沖
浦
地
区
へ
の
有
放
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

くくくにくくくくくα

今丹の

した。しかし、これ以外の設置は、当

施設のアンプの出力に限界があり不可

能です。このことは要望に来られた代

表(二宮義徳氏)にも説明済みで、了

解T頁いていますので、よろしくお願い

します。

なお、断水の際の周知については、

できる範囲は広報車も活用して徹底を

岡りたいと思います。

命
問
例
閣
制
叫
十
月
三
卜
日
の

z
e
b
h
J九
二
豊
茂
秋
祭
り
に
は
、

2
4上
司
奥
、
朝
日
か
ら
五

y
鹿
が
家
々
を
踊
り
ま
わ
っ
て
三
島
神

社
に
来
ま
す
。
そ
の
い
で
た
ち
は
頭
に
鹿

の
頭
を
つ
け
、
鹿
の
色
を
思
わ
せ
る
茶

の
着
物
、
き
や
は
ん
に
似
せ
た

I
J
 

い
ス
ボ
ン
、
自
足
袋
、
わ
ら
じ
ば

諸
き
。
胸
高
に
か
け
た
小
太
鼓
は

汁
頭
、
か
ら
垂
ら
す
赤
地
の
布
に
か

E
L

く
れ
て
い
ま
す
。

町
人
お
宮
で
、
お
旅
所
で
五
ッ
鹿

骨
は
十
二
番
の
舞
歌
を
歌
い
な
が

豊
ら
雄
一
漉
は
円
障
を
作
り
、
真
中

に
雌
鹿
を
囲
み
、
太
鼓
の
音
も

さ
え
さ
え
と
輪
舞
し
ま
す
。

「
¥
詰
わ
れ
ま
わ
れ
水
車
、
遅
く
ま
わ
れ

ば
堰
で
と
ま
る
の
/
¥

こ
の
五
ッ
鹿
踊
り
は
、
豊
茂
奥
の
丸

又
七
三
郎
(
文
政
九
年
(
一
八
二
六
年
〉

生
ま
れ
)
さ
ん
が
、
保
内
町
宮
内
の
人

に
教
え
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、
百
三
十

年
程
続
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ヘ
風
に
霞
を
吹
き
は
ろ
う
て
、

A
7
こ
そ

雌
鹿
会
う
ぞ
う
れ
し
や
/
¥

仙
台
か
ら
宇
和
島
へ
、
そ
し
て
豊
茂

へ
伝
わ
っ
た
五
y
鹿
踊
り
は
、
お
旅
所

か
ら
お
宮
へ
、
そ
れ
か
ら
各
部
落
へ
訪

れ
て
行
き
ま
す
。
(
町
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
・
久
保
七
郎
)

秋祭りにはお旅所で行われる

五ッ鹿おどり
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口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

整

う
喜
多
灘
識
港
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進む関道改良国
道

-一一七八

号
線
は
、

町
内
で

も
着
々

と
改
良

工
事
が
進
ん
で
い
る
。
そ
の
進
ち
よ
く
状
況
を
見
る
と
、
人
7

坊
橋
立
下
か
ら

晴
海
問
、
沖
浦
か
ら
須
沢
間
の
-
部
で
ほ
ぼ
完
了
、
今
坊
の
駅
か
ら
大
谷
口

間
の
一
部
で
拡
張
だ
け
完
了
。

呪
夜
は
、
沖
浦
(
写
真
L
L
)
、
A
7
坊
橋

立
下
(
写
真
下
)
で
工
事
が
進
ん
で
い
る
c

~ 

」与{k='o

口口口口口口口口口口口口口口口口[

酬
明
、
ヤ
マ
ト
も

チ
ビ
ッ
子
広
場
に
河
人

喜
多
灘
漁
港
の

整
備
は
昭
和
三
十

八
年
に
着
手
し
た

と
い
う
か
ら
、
も
う
十
六
年
。
ご
ら

ん
の
通
り
す

ば
ら
し
い
漁

港
に
整
い
つ

つ
あ
る
。
残

る
は
、
防
波

堤
の
一
一
十
川

延
長
、
一
L
V〈

{
「
堤
防
の
建

没
、
吻
拐
、
f

i

-

-

-

場
(
写
真
右
)

の
舗
装
、
消

波
工
、
臨
港

道
路
の
取
り

付

け

な

ど

か・
.
.
0

占

凡

文

ァ

ー

ア

戸

市柑川、、可、
j

S
が
十
一
円

一今今一口長人口同体

育
館
で
「
チ

ビ
y
コ
広

場
」
を
開

催
。
七
十

人
が
参
加
。

ゲ

ム

の

あ
と
タ
ン

ボ
ー
ル
を

使
っ
て
共

同
製
作
。

酬
や
ヤ
マ

ト
、
キ
リ

ン
4
も
も

だ
れ
も

が
「
ま
た

開
い
て
ほ

し
い
」
と
。

印
持
者
，
す
+
込
町
~
'
が
#
手
法
荒
川
r
，
一
せ
J
F
V

舟

#

尋

存

、

日

r

弘
や
み
志
社
未
来
お

叫炉、

J

i

古，、vtrぷ
折
半
キ
チ
E
r
p
γ
+
+・リナふ

E

常

手

上

官

庁

昔

-

?

と

W

ミ
カ
ン
の
低
収
入
を
補
う
作
物
る
口
m
一
檀
(
ヘ
イ
ワ

l
ド
)
で
は
な
目
付

い
け
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
「
キ
ウ
く
、
独
自
で
取
り
寄
せ
た
「
ブ
ル
併

前
イ
フ
ル
ー
ツ
」
の
栽
世
相
は
、
農
協

I
ノ
し
と
い
う
品
種
で
、
一
年
く

W

W

の
本
格
的
な
奨
励
(
A
7
年
度
か
ら
)
ら
い
実
の
つ
き
が
早
い
と
い
う
。
町

制
も
あ
っ
で
現
在
、
町
内
で
も
す
で
「
う
ち
は
皆
さ
ん
の
よ
う
に
、
ま
抑

制
に
約
六
十
戸
が
栽
培
し
て
わ
り
、
だ
本
格
的
で
は
な
く
、
ま
ず
作
つ
叫
明

日

そ

の

面

積

は

同

七

六

か

ま

圏

て

み

な

い

と

わ

か

ら

な

い

か

州

刑

で

伸

び

て

い

る

。

削

川

町

、

ら

L
3

試
作
し
て
み
た
」
と
い
が

叫

こ

の

う

ち

、

今

坊

の

中

見

パ

う

通

り

、

実

を

つ

け

る

雌

の

W

州

藤

推

さ

ん

必

で

こ

の

秋

、

ペ

で

つ

る

は

二

本

だ

け

。

川

W

L
r

本
の
つ
る
に
川
十
回
ぽ
ど
の

E

台
J

「
か
な
り
実
が
な
る
か
ら
滞

Eν
，

寸

ノ

吐

何

時
実
が
な
っ
た
。
数
個
な
っ
た

j

A
レ
お
も
し
ろ
い
と
思
う
が
、
そ
併

問
と
こ
ろ
は
ボ
ツ
ボ
ツ
あ
る
が
、
フ
包
れ
だ
け
に
普
及
も
早
い
の
で
、
制

#

一

間

十

個

も

な

っ

た

の

は

、

町

イ

推

一

時

的

な

も

の

と

し

て

考

え

制

州

内

で

は

こ

れ

が

一

番

乗

り

。

ゥ

藤

て

お

く

こ

と

も

必

要

で

し

ょ

戦

緋

j

中

兄

さ

ん

が

キ

ウ

キ

見

う

ね

」

と

話

す

中

見

さ

ん

の

:

百

震

イ

づ

く

り

を

思

い

つ

ノ

中

キ

ウ

て

つ

く

り

は

、

ど

う

や

い
叩
串
割
い
た
の
は
二
年
可
、
:
の
ら
こ
の
実
っ
き
一
番
乗
り
に

業

乍

f

f

万

制

Y
人

農

協

も

ま

だ

奨

励

し

し

吋

乗

っ

て

本

格

化

ヘ

決

心

も

で

矧

い

て

い

な

い

と

て

し

ま

d

き
た
よ
う
だ
。

山
吋
摺
h

唱
た
が
っ
て
実
を
つ
け

l
J

ち
な
み
に
、
四
十
個
は
「
ま

に、

1

7

L

ー

山
内

L
似

た

こ

の

つ

る

は

農

C

ぁ
、
試
食
と
い
っ
た
と
こ
ろ

同

d
q
協
が
取
り
抜
っ
て
い
千
先
で
す
ね
」
と
の
こ
と
。

一
か
議
一
一
戸
:Uut--JKU泌
総
議
議
鱒
較
鱗
欝
¥
弓
麟
鶏
毅
)
)
j
J

総
欝
絞
殺
》
ツ

山

ffJ

溺

)

任

式

市

V
J系
議
議
議
欝
畿
線
機
嫌
-
v

加
減
桜
滞
日
議
総
綴
総
隊
j

議

3
。

-

十
点
三
一
九
一
日

MMS議
議

機

麟

¥

二

J
A機
議
機
線
機
議
長
一
ル

一イふ
r

r

~

弘
総
鱗
絞
》
}
議
一
融
欝
議
議
機
騒
欝
行

t

有
事
今
yh~ι

九守山一一日
AhJ
宇
一
機
綴
議
瀦
繁
樹
弘
毅
?
額
縁
繍
灘
機
騒
た
?
離
縁
畿
醸
譜
欝
一

で
み
一
三
一
点
鰭
揺
撰
欝
議
務
麟
欝
鱗
穣
鱒
時
間
供

山
間
丸
従
綴
ご

ι
線
機
態
緩
欝
一
品

γ
忍
議
綴
拶
通
欝
態
態
畿
嬢
機
幾
額
二

U
V民

1γt欝
欝
醐
ん
i
 

骨

子

ι一
綴
緩
鶏
畿
毅
議
繁
鯵
総
畿
欝
穣
繋
絞

r
f滋
議
議
畿
稼
撃
議
議
欝
嬢
議
鱒
さ

持

P
F
¥襲
撃

議

襲

撃

緩

欝

努

襲

警

護

翠

議

議

謬

護

z

2
1一
誌
を
に
:
密
警
後
襲
攻
後
滋
額
十
一
♂
議
選
霊
感
滋
滋
総
額
襲
爵
筏
鑓
車
線
車
懇
類
一
ザ
審
議
同
慰
霊
腿
鹿
沼
答
書
観
審
議
a
v
Z
5

引

=-E

州
議
ザ
町
議
議
離
縁
議
麟
盤
麟
欝
鶴
麟
轄
議
一
ム
刑

事
=
:
ー
:
菱
山
内
三
シ
議
機
襲
鑓
線
建
襲
襲
警
護
襲
撃
議
灘

CJ十七
K

4

h

w

ふ
手
紙
襲
ふ
(
ね
盤
機
鱗
鱗
鑓
議
議
議
機
い
守
秘
け

議
h
J

一
線
設
監
欝
畿
灘
機
織
機
嫌
鱗
献
で
T

灘

Jdm
つ

様

1
J
Y九
二
議
議
議
欝
機
騒
騒
鱒
…

JJjUM3fvを

来
吟
へ
り
ダ

J
麟
臨
機
関
一
六
い
ぶ
ん
山
γ
手
議
織
機
購
喝
繍
鱗
欝
輪
一
γ¥÷

一d
L

泳三い
γ

実

務
吋
警
護
一
九
議
選
毅
J÷
訟
之
介
護
襲
撃
議
総
務
襲

h
f
y共
に

い
明
が
ど

;
1
4
マ
:
J欝
/
4
7韓
議
離
欝
鰻
難
欝
鱒

rTW一一γ
一一J

先

制

Afiz--襲
撃
樹
齢
襲
撃
機
ふ
一
足

点
字
手
役
三
機
縁
緩
議
務
し
F
議
嬢
義
経
欝
瀦
関
畿
簸
線
論
議
議
議
識
す
パ
¥
一
す
一

J
4町
~

戸

、

s
v
h
+
'
4
n斗

T勺
Ft
，T
4
ρ
4
込
+
'
荒
設
用
u
r
r
y
一F

、
ぷ
#
抗
Ff

浄土
4
m
チ

牛

♂

#

事

-

一

-

J

4

#

#

務務終〈必
f
J
T
4，
+
吠
hh
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一一

菊
町
長
賞
に
小
西
さ
ん
、
白
小

誠
一
咽
金
賞
に
石
川
さ
ん
ら
ロ
人

-
盆
栽
・
絵
画
‘
書
・
彫
刻
な
ど
二
百

六
十
点
、
小
中
学
生
絵
画
・
書
百
九
十

六
点
、
保
育
所
と
幼
稚
園
児
の
絵
画
・

工
作
百
丘
十
一
立
点
ー
の
合
計
七
百
問
十

四
点
が
出
品
展
示
さ
れ
、
期
間
中
の
べ

今
一
千
六
百
人
が
観
覧
し
ま
し
た
。

展
示
物
の
う
ち
菊
花
、
小
中
学
生
の

絵
画
と
書
は
、
次
の

通
り
入
賞
が
決
ま
り

ま
し
た
。

・
7

ハ
・
{
個
人
}
町

:
-
1
・
長
賞

l
小
西

…
菊
ヵ
ヲ
ミ
(
豊

-
茂
)
マ
教
育

委
員
長
賞
H

黒
田
正

九
郎
(
沖
浦
)
マ
中

央
公
民
館
長
賞
U
H
深

井
満
r
丁
(
今
妨
)
マ

連
合
婦
人
会
長
賞
l

池
間
政
則
(
穂
積
)

{
団
体
]
町
長
賞
H

山
滝
小
学
校
マ
教
育

委
員
長
賞

1
喜
多
灘

小
学
校
親
子
の
菊
ゃ
つ

く
り
グ
ル
ー
プ
マ
教

育
長
賞
H
H
長
浜
小
学

校
マ
中
央
公
民
館
長

賞
H

長
浜
中
学
校
マ

連
合
婦
人
会
長
賞
H

櫛
生
小
学
校

第6回生活文化祭

今
年
で
六
回
と
な
る
毎

年
恒
例
の
「
生
活
文
化
祭
」

は
、
十
一
月
三
日
、
四
日

の
二
日
間
中
央
公
民
館
で

開
催
き
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
菊
花
百
二
卜

三
点
、
一
般
か
ら
の
手
芸

置冨霞理眉爾掻盈量密彊....... 彰画圏表軍量盈

町長賞に輝いた白滝小学校の皆さんのみごとな菊

…
各
学
年
ご
と
に
金
、
銀
、
銅

…
画
…
各
一
点
ず
つ
o

(

)

内
は
…
一
子
校

.
ん
云
…
学
年
の
略
。
た
と
え
ば
(
大
二

'
W
4
庁

…
と
あ
る
の
は
(
大
和
小
学
校
一

年
生
)
の
意
味
。

{
金
賞
}
小
学
生

l
藤
出
宣
之
(
大

二
谷
浦
慎
司
(
大
一
一
)
村
上
智
弘
(
櫛

一
一
一
)
山
中
秀
俊
(
柴
田
)
久
保
明
美
(
長

五
)
中
川
昭
夫
(
長
六
)
マ
中
学
生

l

大
本
豊
治
(
長
一
)
津
田
直
光
(
長
二
)

石
川
ヒ
ロ
子
(
長
一
二
)

一
銀
賞
一
小
学
生

l
佐
々
木
大
介
(
豊

二
大
同
章
夫
(
白
一
一
)
石
丸
真
美
(
長

連
合
会
長
賞
に

作
文
丸
田
恵
子
さ
ん

書
久
保
明
美
さ
ん

五
十
三
、
五
卜
四
年
度
の

二
年
間
、
法
務
省
か
ら
「
人

権
モ
デ
ル
地
区
L

に
指
定
さ

れ
て
い
る
私
た
ち
の
町
で
は
、

人
権
尊
重
の
認
識
を
高
め
で

ゆ
く
事
業
の
(
つ
に
小
中
学

児
童
生
徒
の
作
文
や
書
な
ど

の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

学
校
を
通
し
て
A
7
年
度
全
生

徒
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
も
の

か
ら
次
の
通
り
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し

た
表
彰
は
人
権
週
間
中
(
十
二
月
四
日

か
ら
十
日
ま
で
)
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
c

ゴ
斗
パ
ゴ
い
ず
れ
も
中
学
生
。

一
作
文
一

「
川

μト
し
(
)
内
は
学
校
名
・
学
年

の
略
で
、
た
と
え
ば
(
長
・
二
)
と
あ

人権に関する作文・書

今
一
二
森
内
信
隆
(
豊
岡
)
久
木
山
洋
一

(
豊
五
)
平
出
長
徳
(
口
六
)
マ
中
学
生

リ
上
崎
京
子
(
長
二
竹
内
寿
(
長
二
)

岡
村
和
枝
(
長
三
)

{
銅
賞
}
小
学
生

l
中
島
龍
(
二
柴

-
)
岡
本
啓
子
(
大
三
)
鎌
田
信
二
柴

一
一
二
鎌
出
克
律
(
柴
田
)
泉
景
子
(
臼

五
)
谷
伊
吹
(
櫛
六
)
マ
中
学
生

l
笹

出
鈴
加
(
長
こ
野
地
啓
二
(
出
二
)

水
本
政
明
(
出
三
)

{
金
賞
}
小
学
生
H
U
谷
本
泰

美
(
由
豆
一
-
一
)
竹
内
千
代
子
(
成

二
一
)
山
口
明
子
(
長
五
)
マ
中

る
の
は
(
長
浜
中
学
校
二
年
生
)
の
意

味。
{
愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長

賞
一
丸
田
恵
子
(
長
・
二
)
木

μ
英
子

(
出
・
二
一
)

{
松
山
地
方
法
務
局
長
賞
]
松
本
寓

美
(
長
・
一
二
)
小
西
真
埋
江
(
出
・
一
三

{
大
洲
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
長
賞
一

上
崎
京
γ
丁
(
長
・
二
一
一
一
ツ
野
孝
江
(
出

{
モ
デ
ル
地
区
町
長
賞
}
黒
田
結
美

(
長
・
二
櫛
笥
か
お
り
、
中
野
利
富

(
長
・
二
)
山
下
和
美
(
長
・
二
二
野

学
生
U
H
二
一
ツ
野
陽
子
(
出
こ

{
銀
賞
}
小
学
生

l
友
石
恵
美
(
長

-
一
一
)
中
野
光
代
(
大
四
)
石
岡
博
文
(
長

一
立
)
惇
本
真
樹
(
長
六
)
マ
中
学
生
l

村
本
拓
也
(
出
一
三

{
銅
賞
}
小
学
生
H
H
大
野
修
平
、
松

下
旬
美
代
子
(
大
二
菊
地
智
美
、
井
上

恵
(
大
一
一
)
藤
岡
邦
子
(
大
一
二
)
稲
田

宏
(
柴
三
)
谷
本
公
(
豊
三
)
、
水
同
美

幸
(
豊
田
)
児
玉
京
子
(
白
四
)
柴
原

治
子
(
長
五
)
山
本
里
恵
、
平
田
由
美

(
白
六
)
マ
中
学
生

1
山
下
千
恵
子
(
出

一一一)

書の部で最高賞になった久保明美さんと
井内正志君の作品

地
栄
子
、
山
下
千
恵
子
、
後
藤
さ
ゆ
り

(
長
・
二
一
)

{
モ
デ
ル
地
区
教
育
長
賞
}
戸
出
陽

子
(
長
・
一
)
高
須
賀
美
代
子
、
谷
川

光
(
長
-
一
一
)
中
小
田
律
子
(
山
山
・
二
)

束
晃
、
久
保
早
美
(
長
・
一
二
)
田
丸
志

保
(
出
・
一
二
)

引

っ

い

ず

れ

も

小

主

。

前

「
ト
ド
|

L

同
で
、
た
と
え
ば
(
長
・

五
)
と
あ
る
の
は
(
長
浜
小
学
校
五
年

生
)
の
意
味
。

{
愛
媛
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長

賞
}
久
保
明
美
(
長
・
五
)
井
内
正
志
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(
大
・
六
)

{
松
山
地
方
法
務
局
長
賞
}
竹
内
千

代
子
(
戒
・
二
一
)
福
原
恵
子
(
柴
・
六
)

{
大
洲
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
長
賞
]

山
口
明
子
(
長
・
五
)
須
内
寛
(
戒
・

四
){

モ
デ
ル
地
区
町
長
賞
}
渡
辺
裕
文

(
大
・
四
)
永
出
美
幸
(
豊
・
四
)
稲
田

清
子
(
柴
・
四
)
泉
景
子
、
森
川
美
佐

f

r

(

自
・
五
)
塚
井
孝
則
、
鎌
田
し
お

り
(
山
山
・
六
)
鎌
田
邦
江
(
長
・
六
)

{
モ
デ
ル
地
区
教
育
長
賞
}
中
川

幸
司
(
大
・
二
石
凶
夕
子
(
曲
一
旦
・

一
一
)
鎌
田
信
一
(
柴
・
一
一
二
清
ぶ
真

由
美
(
戒
・
一
一
一
)
田
中
千
里
(
櫛
・

一
一
二
菊
地
玄
展
(
豊
・
二
エ
中
川
直

美
(
大
・
四
)
河
井
美
智
ナ
ナ
(
山
山
・

四
)
本
田
美
紀
(
櫛
・
四
)

三
世
代
の
夫
婦
が
同
居
し
て
い
る
優
族
ひ
と
り
び
と
り
の
地
域
社
会
へ
の

良

家

族

に

県

が

贈

る

「

え

ひ

め

家

族

賞

」

貢

献

度

が

ポ

イ

ン

ト

で

す

。

こ

の

表

長

浜

公

民

館

(

館

長

・

金

橋

通

朝

)

の

五

十

四

年

度

表

彰

が

十

月

二

十

二

日

彰

は

五

十

二

年

度

か

ら

実

施

さ

れ

て

は

、

公

民

館

活

動

に

き

わ

め

て

活

発

で

松
山
市
の
愛
媛
文
京
会
館
で
開
か
れ
、
い
ま
す
c

そ
の
実
績
は
他
の
模
範
と
す
る
優
良
公

表

彰

六

十

家

族

の

う

ち

当

町

か

ら

は

下

山

本

家

、

小

西

家

の

三

世

代

夫

婦

民

館

で

あ

る

こ

と

に

よ

り

、

十

月

」

二

十

須

戒

の

山

本

謙

吉

さ

ん

一

家

、

豊

茂

の

は

次

の

通

り

。

(

年

輩

夫

婦

順

。

敬

口

宇

和

町

体

育

館

で

聞

か

れ

た

県

公

民

小

西

豊

己

さ

ん

一

家

が

白

石

春

樹

愛

媛

称

略

)

館

附

究

大

会

の

席

上

、

西

出

春

善

県

教

県

知

事

か

ら

表

彰

さ

れ

ま

し

た

。

{

山

本

家

一

謙

吉

(

七

八

)

シ

ナ

育

長

、

向

島

明

夫

県

公

民

館

連

絡

協

議

表

彰

の

対

象

は

、

同

居

の

三

世

代

夫

ヨ

(

八

二

勉

(

五

七

)

シ

ゲ

ミ

(

五

会

長

か

ら

表

彰

さ

れ

ま

し

た

。

婦

が

む

つ

ま

ビ

く

健

や

か

に

家

庭

生

活

ニ

正

(

三

二

澄

子

(

一

-

八

)

同

館

は

、

と

く

に

生

活

改

善

、

環

境

を

常

ん

で

い

る

こ

と

は

も

と

よ

り

、

家

{

小

西

家

一

豊

己

(

八

二

カ

ヲ

美

化

運

動

を

積

極

的

に

実

践

。

昭

和

問

第

二

凶

子

今

大

会

に

は

、

町

内

各

小

、

中

学

校

学

年

別

で

優

勝

を

争

い

ま

し

た

。

{

小

学

生

個

人

戦

優

勝

}

三

年
H
H
竹

供
相
撲
大
会
か
ら
小
学
三
年
生
以
正
中
学
一
一
一
年
生
ま
熱
戦
の
結
果
、
次
の
選
手
が
堂
々
の
内
拡
勝
(
長
小
)
マ
凶
年
H

大
野
洋
(
自

が
、
十
月
三
一
で
の
選
手
百
十
人
が
出
場
。
団
体
戦
は
優
勝
を
飾
り
、
二
宮
義
徳
町
教
育
長
と
小
)
マ
瓦
年
H
H
西
本
幸
五
円
(
長
小
)
マ

十

日

長

浜

中

十

チ

l
ム
(
小
学
生
だ
け
)
で
、
個
人
木
田
正
統
学
校
体
育
会
長
か
ら
表
彰
さ
六
年
H

浜
岡
祐
次
(
長
小
)

学

校

相

撲

場

戦

は

小

三

年

九

人

、

小

四

年

九

人

、

小

れ

ま

し

た

。

一

中

学

生

個

人

戦

優

勝

]

一

年

l
大

で
開
催
さ
れ
五
年
十
人
、
小
六
年
十
人
、
中
一
年
八
{
小
学
生
団
体
戦
優
勝
一
長
浜
小
A

野
広
市
(
長
中
)
マ
二
年

l
久
保
崇
史

ま

し

た

。

人

、

中

二

年

十

人

、

中

三

年

十

二

人

の

チ

i
ム

(

長

中

)

マ

三

年

H
H
成
田
秀
樹
(
長
中
)

彰表

成時君ら堂々優勝
関体戦時長小A

「詰2肝何時大会7
竹
内
拡
勝
関

(
小
三
)

ミ
(
七
五
)

考
夫
(
五
五
)

イ
セ
子
(
五

五
)
貫

(つ

-O)
照
子

山本家三世代家族

長

浜

町

国
民
年
金
事
業
憧
良
町
で

長
浜
町
は
、
国
民
年
金
事
業
優
良
町

と
し
て
一
卜

-
H九
日
松
山
市
民
会
館

で
間
か
れ
た
凶
民
年
金
法
施
行
二
十
周

年
記
念
愛
媛
国
民
年
金
大
会
の
席
上
、

白
石
春
樹
愛
媛
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。長

浜

公

民

館

憧

良

館

で

小西家三世代家族

大

里予

川、

四i羊
)関

西

本

幸

吾

関

(
小
五
)

浜

岡

不安
~I'Þ! 

大

野

広

市

関

(
中
二

久

保

崇

史

関

(
中
一
一
)

成

田

秀

樹

関

(中一一一)

寒さに負けず、親子で体操

十
八
年
か
ら
葬
儀
祭
壇
の
貸
し
出
し
実

施
、
見
舞
返
し
ゃ
香
典
返
し
の
全
廃
を

宣
言
、
そ
の
ほ
か
多
く
の
活
動
に
取
り

組
み
、
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

菊

地

社

教

主

事

公
民
館
活
動
功
績
で

町
教
育
委
員
会
事
務
局
の
菊
地
邦
求

社
会
教
育
主
事
(
一
二
四
)
は
、
長
年
公

民
館
活
動
に
尽
く
し
、
多
大
な
功
績
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
十
月
三
十
日
宇

和
町
体
育
館
で
開
か
れ
た
県
公
民
館
研

究
大
会
の
席
上
、
西
田
春
善
県
教
育
長
、

岡
島
明
夫
県
公
民
館
連
絡
協
議
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

菊
地
主
事
は
同
織
を
約
七
年
務
め
て

い
ま
す
。中

野

係

長

自
衛
隊
発
展
に
功
績

町
役
場
で
自
衛
官
募
集
事
務
を
担
当

し
て
い
る
中
野
貴
夫
係
長
(
四
二
は
、

自
衛
隊
発
展
の
た
め
多
大
な
功
績
が
あ

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
衛
隊
創
立
二
十

九
周
年
記
念
日
の
十
一
月
一
目
、
虞
畑

登
自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡
部
長
か
ら
の

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
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「
空
き
巣
L

「
乗
り
も
の
盗
」
に
ご
用
、
心

大
洲
警
察
署
管
内
で
も
依
然
、

空
き
巣
、
乗
り
も
の
盗
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
一
卜
の
写
真
を
ご
ら

人
あ
れ
c

え
ッ
、
自
転
車
屋
さ
ん

の
引
っ
越
し
だ
ろ
う
・
:
で
す
っ
て

?
と
ん
で
も
ハ

y
プ
ン
。
こ
れ

ぜ
ん
ぶ
こ
と
し
九
月
五
日
に
大
洲

警
察
署
で
検
挙
さ
れ
た
少
年
の
盗

品
で
す
ワ
。
あ
る
ワ
あ
る
ワ
単
車

か
ら
つ
り
道
具
に
い
た
る
ま
で
c

切)1結
婚

11'円長阿]役Jr，届出分(敬村時)

~ー、\

松長住
山
市浜所

今
月
の
ト
y
プ
は

藤
湖
宣
行
綾
子
さ
ん
の
カ
ッ
プ
ル

氏

名

婚

姻

庖

時

年

齢

藤

測

宣

行

(

二

九

)

門

屋

綾

子

(

二

五

)

一
番
多
か
っ
た
の
は
円
転
中

で
八
台
。
さ
ど
、
こ
の
う

h
何

台
が
カ
ギ
を
か
け
名
前
が
書
い

で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
す
が
、

著
い
わ
ノ
¥
し
て
ま
た
ド
ロ
ボ

ー
い
わ
ぐ
三
)
・
:
「
自
転
車
は

カ
ギ
と
名
前
が
よ
い
見
張
り
」
。

自
転
車
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
、
持
ち
物
に
は
名
前
を
、

留
守
に
は
カ
ギ
を
今
す
ぐ
に
。

年
末
ゆ
え
に
さ
ら
に
ご
用
心
/

騒騒錨謹

仁川白黒

全日孝直 i建
秀典'(J蔵

三
女
か
ん
な

長

女

美

穂

長

女

文

長

男

幸

司

ヘ
豊
茂

/
松
山
市

¥
横
浜
市

/
白
滝

¥

今

妨

/
菊
間
町

¥

出

海

/
大
阪
市

¥

長

浜

/
砥
部
町

¥
泊
代
屋
川
市

/
下
須
戒

¥
下
須
戒

/
松
山
市

相津藤藤山剥山上池山一奥石大主義
原田岡岡本山中村内111!里子川里子田
富 貴 子み
士 美周代久つ 通弘由勝文f愛
子泉子二香61 え 11'. r三 f手Ij了日月

刊
月
届
出
分
(
仮
称
略
)

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

自

流

成

田

篤

泰

二

女

美

奈

子

沖

浦

二

広

幸

則

長

男

貞

雄

長

浜

今

村

正

治

二

男

文

昭

上

老

松

新

良

典

長

男

覚

柳松 新 中
生 原 聖子

久滝滝田

お
く
や
み

問
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

長

浜

矢

野

徹

之

助

(

六

三

)

長

〉

ふ

大

野

-

弓

(

七

七

)

長

浜

鶴

崎

孝

(

-

A

二
)

上
老
松
畝
中
久
一
立
郎
(
八
九
)

櫛

生

し

し

杉

保

吉

(

七

八

」

青

島

金

井

ノ

リ

ヱ

(

八

C
)

戒

川

宇

都

宮

清

身

(

八

六

)

櫛

生

山

本

悔

夫

(

七

八

)

仁

久

矢

野

正

勝

(

七

五

)

船

生

松

浦

キ

ヨ

コ

(

五

八

)

櫛

仕

小

田

中

光

隆

(

六

九

)

県

必

永

出

義

邦

(

五

七

)

下
沢
九
州
久
保
賓
三
郎
(
六
六
)

櫛
生
中
田
ト
ミ
子
(
四
一
二
)

日

州

市

山

近

藤

菊

与

(

九

O
)

前
月
号
丘
ベ

l
シ
に

出
海
短
歌
会
の
発
足
時

が
昭
和
同
十
三
年
五
月
と
あ
る
の
は
、

」一十
e

年
四
月
の
以
り
。

X
T』
「
こ
×

×
=
=
同
『
引
』
γ〈

士
二
つ
)

(
二
じ
さ

で
一
八
)

一
つ
山
い
)

(一一一一」

(一一

O
)

(
一
一
八
)

(
一
一
九
)

(
一
一
六
)

(一一一一)

/ー\〆~

今松出
山 柴

土方市海

上

満

立

川

中
村
佐
智
「

松

田

茂

仲

東

貴

美

子

(
一
一
九
)

(一一千一)

「光陰矢のごとしJ i浪費され

た時間は単なる生存にすぎない。

使用された時間のみが生活であ

る」ーと、 12月が来ると先人の

ことわざをかみしめてみる。い

や 1年がキ写るのかと忠、うと、や

り残したことの多いのに驚く A

1年の，irを立てたl亡旦の決意の

ほどはどこへやら。だれもが幸

福であってほし い、 EEかで楽し

い毎日でありたいと関わない者

はなかコたこしかし、世界の情

勢の変化以激しく、石油合成の

衣食住に豊かさを求めてきた今

日、記i由の節約は国民全部の課

題として迫ってきた。省エネル

ギ一、物資の節約は資源のない

上i本では当然であろう。物で会長

え心が滅びてしまっては大変A

白殺の急増、青少年の非行続発

・・・国際町m年が泣いでいふJ 人

間が人間不信にむちいり、人間

の連帯感が薄れたためだろうか。

自閉症や'玄悩内の不幸i土、核家

族化lこ起[!cljると言われる。ど

う考えでも幸福ぃ、はいの社会

とはいえ去いA¥I'.の瀬に¥/_-て、

マスコミを含め社会人 tべてが

立ち 1:がり、子供をとりまく環

境の浄化を図り、子供の幸福や

同氏の幸福の達成のためにます

「白ら学ぶ」ことを心掛けること

が急務。忘年会もいいが、町づ

くりの 3大目標を達成するため

にも猛反省をし、新しい年を迎

えよう。

お
誕
生
お
め
で
と
う
月

編

集

後

記

今
年
最
後
の
号
を
お
山
田
け
し
ま
す

何
か
そ
れ
ら
し
い
企
画
で
わ
い
え
で
き

れ
ば
:
・
と
思
っ
た
の
で
し
「
が
、
議
会
記

事
、
そ
れ
に
本
来
は
十
一
月
号
で
あ

μ

え
し
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
い
と
「
火

災
予
防
」
関
係
の
記
事
存
一
本
ハ
げ
に
繰
り

の
ベ
た
た
め
、
今
年
最
後
を
飾
る
に
は
、

や
や
闘
い
ふ
ん
い
き
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

よ
う
で
す
c

で
も
、
表
彰
記
事
が
思
っ

て
い
た
よ
り
は
る
か
に
多
く
二
ペ
ー
ジ

が
ぜ
ん
ぶ
埋
ま
る
ほ
ど
の
華
々
し
さ
で
あ

っ
た
の
は
、
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

。

本
紙
の
つ
づ
り
を
め
く
り
な
が
ら
、

こ
の
一
年
も
ま
た
、
ほ
ん
と
に
大
ぜ
い

の
背
さ
ん
に
紙
面
を
通
し
て
の
行
政
参

加
を
項
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
明
け
る
昭
和
丘
ト
五
年
十

あ
な
た
の
参
加
と
ご
協
力
に
よ
っ
て
、

よ
り

H

待
ち
遠
し
い
た
よ
り
μ

に
し
て

ゆ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
L

m

う
願
っ
て
止

み
ま
せ
ん
。

人口世帯数

楽しく f主みよい町、重量かで{動きがしユのある田I

美しい人情と文化の町をつくり、人 LJをふやしましょう

11月 1日現在 前月との比較

人附-鈴口l|| i / 1 4 1 1 1 人

31人減

男 6.27川 ( 19人語)
女 6，838人 12人

九可 906世帯 t曽i威なし

料?


